
川崎市総務企画局危機管理室

身の回りに潜む災害リスク

・地震や津波、台風による浸水などの自然災害をはじめとして、様々な災害や危機事象のリスクが潜んでいる。
・今後30年間で、震度６弱以上の首都直下地震に見舞われる可能性が70%程度あると推測されている。

写真出典 
上段左から、神戸市・総務省・消防庁
下段左から、仙台市・川崎市【津波による被害】 【がけ崩れによる被害】

【石油コンビナートの炎上】【地震による建物の倒壊
】

【大雨による冠水】
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洪水のリスク

：多摩川流域
：鶴見川流域

鶴見川

多摩川
東京都

稲城市

町田市

横浜市

川崎市の水系



小規模な川では、局地的・短時間の豪雨で
あっても、川から水が溢れ、付近に浸水被害
をもたらす可能性がある。

その他中小河川

大規模河川

多摩川や鶴見川に想定以上の雨が降り、河川
敷だけでは水量を受け止めきれなくなった
ときに、水があふれたり、堤防が決壊して、
広範囲に浸水被害をもたらす可能性がある。

川崎市に起こりうる洪水

洪水ハザードマップ



洪水ハザードマップの変更点

新しい洪水ハザードマップ

・浸水が継続する時間、家屋倒壊の危険が
ある区域の想定も追加

・約1000年に1度の洪水をイメージした降雨量

従来の洪水ハザードマップ

・浸水が起こる区域、浸水する深さを想定
・約200年に1度の洪水をイメージした降雨量

多摩川浸水想定



鶴見川浸水想定

洪水ハザードマップの見方①



ハザードマップを確認するには

○ガイドマップかわさき
川崎市が作成したインターネット上のマップ。
防災だけでなく様々 な情報を見ることができる。

ガイドマップかわさき で検索！

スマホ版ＰＣ版

洪水からの避難



自宅の危険性を正しく理解し、
適切な避難行動をとることが重要です！

① 情報の意味を知っておきましょう

⇒ 大雨警報？避難判断水位？避難勧告？ ・・・

② 正しい情報を入手しましょう

⇒ メールニュースかわさき？緊急速報メール？ ・・・

③ 自宅の状況に応じた避難行動を考えて
おきましょう
⇒ 避難所？自宅の中？ ・・・

河川の氾濫から身を守るために

出典 気象庁ホームページ『気象業務はいま ２０１６ 』より抜粋

気象台が発表する気象情報



出典 国土交通省 川の防災情報『水位観測所付近の川の断面図』より抜粋

河川の水位に関する情報

出典 国土交通省 川の防災情報『河川の洪水予報と水位の関係』より抜粋・一部加工

「避難指示（緊急）」発表の目安

「避難勧告」発表の目安

「避難準備・高齢者等避難開始」発表
の目安

川崎市の避難情報発表の考え方

河川の水位と避難に関する情報



避難準備・高齢者等避難開始

○お年寄りや体の不自由な方など、避難に時間を要する方
が、安全に避難するための情報です。

避難勧告

避難指示（緊急）

○災害の発生が予想されている地域の方に対し、避難を勧
めるものです。
○対象の方は落ち着いて避難を開始してください。

○避難勧告よりも強く避難を求めるものです。
○対象の地域の方は、ただちに避難してください。

市が発表する避難に関する情報

５段階の警戒レベルと防災気象情報

全員が避難する

高齢者等は避難を始める



洪水からの避難行動の考え方
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土砂災害のリスク



土石流

土石流とは、山腹、川底の石や土砂が大雨など
により水と一緒に激しく流下する現象です。
時速20から40kmという速度で、周辺の木々や

岩などを先端部に巻き込みながら進み、人家や田
畑、道路を一瞬のうちに壊滅させてしまいます。
県内では、箱根・丹沢の山地部を中心に発生し

ています。（市内に警戒区域なし）

がけ崩れ

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）とは、雨や地震な
どの影響で地盤がゆるみ、突然斜面が崩れ落ちる
現象です。
現象としては局所的ですが、崩壊速度が極めて

速いため人命に直結する割合が非常に高いという
特徴があります。
県内では、三浦半島や横浜、川崎、鎌倉市内を

中心に発生しています。

地すべり

地すべりとは、地下水などの影響により、斜面
を構成する土塊が斜面下方にすべり、移動する現
象です。
移動するスピードはゆっくりですが、広い範囲

にわたって地面が動くため、家や道路や田畑など
が広範囲に被害を受けます。
県内では、箱根・湯河原の山地部、三浦半島で

発生しています。（市内に警戒区域なし）

土砂災害の種類と特徴

川崎区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 指定なし

幸区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７区域

中原区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８区域

高津区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ９７区域

宮前区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １６６区域

多摩区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １７９区域

麻生区・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３０２区域

川崎市内の土砂災害警戒区域

合計750カ所以上の危険区域がある



急傾斜の崩壊に伴う土石等の移動等により建築物に
作用する力の大きさが、通常の建築物が
土石等の移動に対して住民の生命又
は身体に著しい危害が生ずる
おそれのある崩壊を生ずる
ことなく耐えることの
できる力を上回る区域
 土砂災害防止法施行令第三条より 

… つまり土砂崩れで家が崩壊する危険性が高い地域のこと
※多摩区で指定があります。詳しくはハザードマップをご覧ください

土砂災害特別警戒区域とは

がけ崩れは大雨の時に
起きるとは限らない。

① 小雨でも、何日も降り続けば、がけ崩れ
発生の危険は高まる。

② 地中の水分量が危険な値に達したときに
土砂災害警戒情報が発表される。

がけ崩れの危険を知る



がけ崩れからの避難

刻々と変わる屋外の状況に合わせて、
「危険」と感じたら、避難先を変える勇気を。

避難の方法は
状況に応じて柔軟に

がけ崩れからの避難のポイント



避難準備･高齢者等避難開始

避難指示（緊急）

土砂災害からの避難行動の考え方

災害時の情報の入手



地震はある日突然に起きる。
風水害は事前に予測できる可能性がある。

風水害は事前に危険
が予測できる

地震と風水害との大きな違い

正確な情報の入手

気象情報や行政からの情報など、避難する
際の判断に役立つ情報源を、日ごろから

確保しておきましょう。

風水害のときには特に重要に



防災情報を入手するには①

国による緊急速報メールを活用した
洪水情報のプッシュ型配信

「河川氾濫のおそれが
ある（氾濫危険水位に
到達した）情報」
及び「河川氾濫が発生
した情報」を配信
（多摩川・鶴見川では
平成29年5月より）

・避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）等

防災情報を入手するには②



エリアメール・ 緊急速報メール
（ 200文字制限）

メールニュースかわさき

防災情報を入手するには③

防災情報を入手するには④



水防法、土砂災害防止法の

改正による

避難確保計画の作成について

お知らせ

要配慮者利用施設の避難体制の強化を図るため、
『水防法』及び『土砂災害防止法』が平成29年6月19日に改正されました。

速やかな避難確保計画の見直しや作成と、計画の危機管理室への提出をお願いします。

水防法及び土砂災害防止法の改正

要配慮者利用施設

浸水想定区域や土砂災害警戒区域の要配慮者利用施設の管理者等は
避難確保計画の作成・避難訓練の実施が義務となりました。

計画作成の手引きやひな形を用意しています。詳しくは川崎市ホームページでご確認ください



避難所の役割

災害対策基本法に基づき、切迫した災害の危険から
一時的に逃れるための場所で、災害の種類
（洪水、崖崩れ、土石流及び地すべり、高潮、
地震、津波、大規模な火事、内水氾濫、
火山現象等）ごとに定めるもの。
※市立小中学校等や、広域避難場所の中から指定

指定緊急避難場所
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指定避難所と指定緊急避難場所



切迫した災害の危険から一時的に逃れる

39

台風や大雨など

ハザードマップ

指定避難所
災害対策基本法に基づき、災害によって
自宅に住めなくなってしまった場合などに
避難生活を送る場所
として定めるもの。
※市立小中学校等から指定
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指定避難所と指定緊急避難場所



Ｑ川崎市にある避難所の数は？

ご存知ですか

Ａ １７６箇所

市内の全ての公立小・ 中学校が避難所

です。避難所は災害時の地域の拠点で

あり、救援物資の集積拠点や情報収集

拠点となります。

ご存知ですか

Ｑ避難所は誰が運営するの？

ご存知ですか

Ａ 行政・ 施設管理者（ 学校の先生） ・

地域住民（ 避難者） が協働して運営

避難所は地域全員のための場所です。

避難者同士、または地域住民の助け

合いのもと、避難所運営会議を中心

として運営にあたります。

ご存知ですか



避難所運営会議とは

平常時の活動
・ 避難所運営マニュアルの作成、検討
・ 避難所開設、運営訓練
・ 地域への防災意識啓発活動 など

町内会・
自治会

避難者

民生委員
等

市職員

先生 PTA 企業

避難所運営会議

備蓄倉庫には、外部からの救援物資が届くまでの約３日間、
必要なものがあります。

食料、水 アルファ化米、おかゆ、粉ミルク、飲料水

生活必需品
毛布、紙おむつ、生理用品、哺乳瓶、
災害用トイレ、トイレットペーパー

資機材

シャベル、つるはし、両口ハンマー、脚立、
防水シート、ロープ、トラメガ、発電機、
投光器、コードリール、リヤカー、斧、炊事
器具、コンロ、バール、カセットコンロ、
ガソリン缶、消火ホースキットなど

避難所にある備蓄物資



災害で家を失ったため避難所生活を

余儀なくされ、かつ物資の確保が難

しい人を「 避難者」 としています。
※安全を考慮し、２度の地震被害想定調査の結果を
比べ、 被害がより大きい値を採用

区 想定避難者数 区 想定避難者数

川崎区 31,371人 宮前区 12,278人

幸区 20,822人 多摩区 9,574人

中原区 34,511人 麻生区 7,502人

高津区 21,720人

全市で13万7778人と算出

川崎市が考える「 避難者」 の数

災害時に自宅で

過ごせる準備を！

在宅避難することは、その人のためにも
地域のためにもなる。

自宅避難のススメ



① 災害の種類と特徴を知ろう
⑤避難先を検討しよう

避難所のこと

避難所の感染症対策

避難先を検討しよう
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〇受付での検温
〇消毒液の設置
〇健康状態に応じた専用スペースの調整 等

避難所に避難が必要な方は
迷わず避難所へ

災害時にすぐ近くに

いる人が一番の支援者

まずは、お互い無理なく知り合う

ことから始めませんか。

何よりも地域の助け合い



ＢＣＰを考える

あなたの施設では、

災害への備えが

十分にできていますか？

振り返ってください

事前の準備が一番大事！



BCP（業務継続計画）や

災害時のマニュアルを作成

訓練を通じて実効性を確認

災害時の対応計画（BCP）

を作成しましょう

いつ災害が起きても困らないように

災害時の連絡手段
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あらかじめ決めておくべきこと（例）

避難方法や避難の判断基準

保護者、職員間など関係者の連絡体制

避難場所やルート、避難の判断基準を決めておく

役割分担や物品の用意
優先業務の順位付けや職員の役割分担

必要な物品の準備など



ご清聴ありがとうございました!


